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論壇
1

は
じ
め
に

国
税
庁
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
（
個
人
課

税
課
情
報
）は
、
暗
号
資
産（
仮

想
通
貨
）
の
譲
渡
に
よ
る
所
得

は
原
則
と
し
て
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
に
該
当
す
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
法

的
根
拠
、
と
り
わ
け
「
雑
所
得

該
当
性
」
を
肯
定
す
る
た
め
に

乗
り
越
え
る
べ
き
「
譲
渡
所
得

非
該
当
性
」
の
根
拠
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
国
会
で
の
追
及

を
受
け
て
、
国
税
庁
が
こ
の
点

を
説
明
し
た
の
は
、
上
記
Ｆ
Ａ

Ｑ
公
表
後
少
な
く
と
も
1
年
以

上
を
経
過
し
て
か
ら
で
あ

る（
注
1
）。

か
よ
う
に
、
租
税
行
政
庁
が

具
体
的
な
根
拠
を
示
さ
ず
に
、

法
的
に
又
は
事
実
上
、
納
税
者

を
拘
束
す
る
よ
う
な
行
政
解
釈

を
発
出
す
る
こ
と
は
決
し
て
珍

し
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
数
あ

る
行
政
解
釈
の
発
現
形
態
の
う

ち
、
と
り
わ
け
租
税
実
務
を
席

捲
す
る
政
令
又
は
通
達
に
対
し

て
、「
事
前
の
」
手
続
的
統
制

を
強
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体

的
な
統
制
手
段
と
し
て
行
政
手

続
法
所
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
以
下
「
パ
ブ
コ
メ
」
と

い
う
）
制
度
に
着
目
し
、
そ
の

改
善
策
を
提
言
す
る（
注
2
）。

2

何
が
問
題
か

日
本
国
憲
法
は
、
租
税
の
賦

課
・
徴
収
は
必
ず
法
律
の
根
拠

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
租
税
法
律
主

義
を
定
め
る
（
憲
法
30
、
84
）。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

法
律
の
み
な
ら
ず
、
租
税
行
政

庁
に
よ
る
政
令
又
は
通
達
が
課

税
要
件
に
関
す
る
具
体
的
な
定

め
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
、
そ
の
規
定
内
容
の
実

質
上
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
条
文

上
又
は
法
解
釈
上
の
根
拠
や
事

実
認
定
又
は
経
験
則
上
の
根
拠

が
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
、
あ

る
い
は
租
税
法
律
主
義
適
合
性

が
疑
わ
れ
る
内
容
を
定
め
て
い

る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

多
く
の
納
税
者
は
、
種
々
の

理
由
か
ら
、
か
よ
う
な
政
令
又

は
通
達
で
あ
っ
て
も
こ
れ
ら
に

従
っ
て
申
告
及
び
納
税
を
行
っ

て
お
り
、
課
税
処
分
を
経
て

「
事
後
に
」
裁
判
所
等
で
争
う

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
あ
る

い
は
、
多
く
の
納
税
者
が
そ
う

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。

こ
れ
が
憲
法
に
お
い
て
租
税

法
律
主
義
を
謳
う
わ
が
国
の
現

状
で
あ
る
。
か
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
租
税
行
政
庁
が

制
定
す
る
政
令
又
は
通
達
の
内

容
が
租
税
法
律
主
義
に
適
合
す

る
よ
う
に
、「
事
前
（
基
本
的

に
は
制
定
前
）
に
」
統
制
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

3

ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
提
言
す
る
か

租
税
に
関
す
る
政
令
又
は
通

達
の
統
制
手
段
の
1
つ
と
し

て
、
行
政
手
続
法
所
定
の
パ
ブ

コ
メ
制
度
を
改
善
し
た
上
で
活

用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
言

す
る
。

⑴
な
ぜ
パ
ブ
コ
メ
制
度
に
着
目

す
る
か

パ
ブ
コ
メ
制
度
に
よ
れ
ば
、

行
政
機
関
は
、
政
令
や
通
達
と

い
っ
た
命
令
等
を
定
め
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
、
そ
の
案
及
び
こ
れ
に
関
連

す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
公
示

し
、
意
見
の
提
出
先
及
び
意
見

提
出
期
間
（
公
示
の
日
か
ら
起

算
し
て
30
日
以
上
）
を
定
め
て

広
く
一
般
の
意
見
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
意
見

公
募
手
続
と
い
う（
行
手
39
）。

全
体
と
し
て
は
、
①
意
見
公

募
、
②
国
民
に
よ
る
意
見
提

出
、
③
行
政
機
関
に
よ
る
意
見

の
考
慮
、
④
行
政
機
関
に
よ
る

結
果
・
意
見
に
対
す
る
回
答
等

の
公
示
と
い
う
手
順
を
踏
む
。

か
よ
う
に
同
制
度
は
、
事
前

に
、
す
な
わ
ち
政
令
又
は
通
達

の
制
定
前
に
お
け
る
手
続
的
統

制
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
上
記
2
の
問
題
に
対
す
る

解
決
手
段
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
。
の
み
な
ら
ず
、
同
制
度

は
、
行
政
機
関
と
国
民
が
相
互

に
情
報
を
提
供
（
収
集
）
し
合

う
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
有
す

る
情
報
、
知
識
、
知
見
又
は
経

験
な
ど
と
い
っ
た
社
会
的
財
産

の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
機
能

を
有
す
る
。
国
民
が
政
令
又
は

通
達
の
制
定
過
程
に
参
加
し
、

事
前
に
疑
問
点
や
問
題
点
を
解

消
で
き
る
こ
と
は
、
自
ら
の
事

情
を
一
番
よ
く
知
る
国
民
自
身

に
第
一
次
的
に
申
告
及
び
納
税

を
委
ね
る
仕
組
み
で
あ
る
申
告

納
税
制
度
の
下
で
国
民
が
適
正

な
申
告
を
行
う
た
め
に
も
有
益

で
あ
る
。

⑵
な
ぜ
改
善
す
る
必
要
が
あ
る

の
か国

税
庁
が
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
パ
ブ
コ
メ
の
案
件
を
分
析

し
た
結
果
、
意
見
公
募
時
に
十

分
な
参
考
資
料
を
公
示
し
な

い
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
採
用

し
な
い
場
合
に
そ
の
実
質
的
理

由
を
述
べ
な
い
と
い
っ
た
「
形

だ
け
」
の
対
応
を
と
っ
て
い
る

も
の
が
複
数
確
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
運
用
レ
ベ
ル
で

の
解
決
策
を
講
じ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
が
、
運
用
上
の
問
題

点
は
制
度
上
の
問
題
点
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
及
び
法

的
拘
束
力
・
法
的
安
定
性
と
い

う
利
点
の
存
在
を
考
慮
す
る

と
、
立
法
的
解
決
策
を
中
心
に

据
え
た
上
で
、
パ
ブ
コ
メ
制
度

の
再
設
計
の
あ
り
方
に
関
す
る

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
制
度
上
の
問
題
点
の
う

ち
、
こ
こ
で
は
重
要
な
2
つ
を

簡
単
に
指
摘
す
る
。

第
1
に
、
税
制
改
正
に
伴
っ

て
制
定
等
さ
れ
る
命
令
等
は
意

見
公
募
手
続
の
適
用
を
要
し
な

い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
行
手

39
④
二
）、
実
際
に
は
租
税
に

関
す
る
多
く
の
命
令
等
が
意
見

公
募
手
続
の
適
用
を
除
外
さ
れ

て
し
ま
う
。
現
行
パ
ブ
コ
メ
制

度
は
、
租
税
の
領
域
に
お
い
て

そ
の
効
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
を
入
口
の
段
階
で
阻
止
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意

見
公
募
手
続
の
適
用
除
外
の
趣

旨
を
簡
述
す
る
と
、
租
税
や
社

会
保
険
料
な
ど
納
付
す
べ
き
金

銭
に
関
す
る
命
令
等
に
つ
い
て

は
、
元
々
の
法
律
が
国
会
で
十

分
に
議
論
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
行
政
機
関
の
裁
量
の
余
地

も
狭
く
、
法
律
で
規
定
で
き
な

い
部
分
を
迅
速
か
つ
正
確
に
命

令
等
に
よ
っ
て
定
め
る
必
要
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る（
注
3
）。

第
2
に
、
行
政
手
続
法
は
、

パ
ブ
コ
メ
制
度
の
上
記
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、
行
政
機
関
に

対
し
、
意
見
公
募
手
続
実
施
義

務
の
ほ
か
、
具
体
的
か
つ
明
確

な
内
容
の
案
を
公
示
す
る
義

務
、
関
連
資
料
公
示
義
務
、
30

日
以
上
の
意
見
提
出
期
間
を
設

定
す
る
義
務
、
意
見
公
募
手
続

の
周
知
等
義
務
、
提
出
意
見
の

十
分
考
慮
義
務
、
結
果
等
公
示

義
務
な
ど
各
種
の
義
務
を
課
し

て
い
る
が
（
行
手
39
等
）、
行

政
機
関
が
こ
れ
ら
の
義
務
に
違

反
し
た
場
合
の
直
接
的
な
是
正

・
救
済
手
段
を
用
意
し
て
い
な

い
。
行
政
手
続
法
1
条
が
掲
げ

る
「
国
民
の
権
利
利
益
の
保

護
」
と
い
う
究
極
目
的
を
確
保

す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

⑶
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
か

行
政
手
続
法
が
範
と
し
た
米

国
の
パ
ブ
コ
メ
制
度
に
関
す
る

議
論
も
踏
ま
え
て
次
の
改
善
策

を
提
案
す
る
。

第
1
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、

租
税
に
関
す
る
命
令
等
は
、
税

制
改
正
に
伴
っ
て
制
定
等
さ
れ

る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、

実
際
に
は
租
税
に
関
す
る
多
く

の
命
令
等
が
意
見
公
募
手
続
の

適
用
を
除
外
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
対
し
て
、
詰
め
る
べ
き
点

は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
税
制
改

正
に
伴
う
命
令
等
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

「
事
前
の
」
意
見
公
募
手
続
の

実
施
を
義
務
付
け
な
い
こ
と
と

す
る
一
方
、
か
か
る
命
令
等
の

有
効
期
間
に
つ
い
て
時
限
的
措

置
を
施
し
た
上
で
、
命
令
等
の

制
定
と
同
時
に
、「
事
後
の
」

意
見
公
募
手
続
の
実
施
を
義
務

付
け
る
よ
う
な
制
度
設
計
の
採

用
を
提
言
し
た
い
（
こ
れ
は
、

「
事
後
」
的
統
制
手
段
と
し
て

の
側
面
を
有
す
る
が
、
納
税
者

の
意
思
決
定
や
具
体
的
な
争
訟

の
発
生
、
あ
る
い
は
当
初
の
有

効
期
間
満
了
後
に
発
効
等
さ
れ

る
命
令
等
を
基
準
と
す
れ
ば

「
事
前
」
的
統
制
手
段
と
し
て

の
側
面
も
有
す
る
）。
税
制
改

正
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
タ
イ
ト

で
あ
り
、
租
税
法
の
改
正
に
伴

い
制
定
す
る
命
令
等
の
制
定
手

続
に
つ
い
て
は
迅
速
性
・
簡
便

性
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
現
実

に
配
慮
し
、
手
続
的
迅
速
性
・

簡
便
性
の
要
請
と
手
続
的
・
実

体
的
適
正
性
の
要
請
と
を
止
揚

す
る
形
で
の
提
案
に
な
る
。

第
2
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、

行
政
手
続
法
は
、
パ
ブ
コ
メ
制

度
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

行
政
機
関
に
対
し
、
意
見
公
募

手
続
実
施
義
務
の
ほ
か
、
関
連

資
料
公
示
義
務
、
提
出
意
見
十

分
考
慮
義
務
及
び
結
果
等
公
示

義
務
な
ど
各
種
の
義
務
を
課
し

て
い
る
も
の
の
、
か
か
る
義
務

違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
直
接
的

な
是
正
・
救
済
手
段
を
用
意
し

て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
も

と
も
と
法
的
効
力
を
有
し
な
い

通
達
の
対
応
な
ど
更
に
工
夫
を

重
ね
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、

所
定
の
手
続
を
遵
守
せ
ず
に
制

定
さ
れ
た
命
令
等
に
つ
い
て

は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
違
法
な

も
の
と
し
て
法
的
効
力
を
否
定

さ
れ
る
、
パ
ブ
コ
メ
の
や
り
直

し
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
手
続
違

反
に
対
す
る
直
接
的
な
是
正
・

救
済
手
段
を
導
入
す
る
こ
と
を

提
言
し
た
い
。

4

ま
と
め

パ
ブ
コ
メ
制
度
が
そ
の
有
意

義
な
機
能
や
効
果
を
十
分
に
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
信

頼
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
租
税

行
政
庁
に
よ
る
真
摯
な
姿
勢
で

の
制
度
運
用
に
加
え
て
、
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
国
民
が

命
令
等
の
制
定
過
程
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
が
枢
要
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
国
民
に
は

個
々
の
税
理
士
や
税
理
士
会
な

ど
も
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
、
複
雑

難
解
で
規
律
範
囲
の
広
い
租
税

法
に
関
す
る
命
令
等
の
制
定
場

面
に
お
い
て
は
、
か
よ
う
な
租

税
の
専
門
家
の
果
た
す
役
割

は
、
ひ
と
際
大
き
い
も
の
に
な

る
。
現
在
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
部
分
は
あ
る
が
、
税
理
士
会

と
し
て
パ
ブ
コ
メ
に
意
見
提
出

し
、
そ
の
意
見
を
公
開
し
、
か

つ
、
こ
れ
に
対
す
る
国
税
庁
の

応
答
（
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

い
え
ば
、
そ
の
多
く
が
提
出
さ

れ
た
意
見
を
採
用
し
な
い
も

の
）
を
公
開
し
、
再
度
意
見
を

表
明
し
、
国
税
庁
の
対
応
を
検

証
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
実
効

性
の
あ
る
パ
ブ
コ
メ
制
度
を
築

き
上
げ
て
い
く
試
み
も
有
益
で

あ
る
。
税
理
士
が
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
形
で
国
民
の
信
頼

に
応
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

で
あ
ろ
う
。

（
注
1
）
詳
細
は
、
泉
絢
也
「
な
ぜ

暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
、
暗
号

通
貨
）
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
は

譲
渡
所
得
に
該
当
し
な
い
の

か
？
」
千
葉
商
大
論
叢
57
巻
1

号
1
0
9
頁
以
下
参
照
。

（
注
2
）
詳
細
は
、
泉
絢
也
『
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
租
税
法
』

（
日
本
評
論
社
、
2
0
2
0
）

参
照
。

（
注
3
）
前
掲
（
注
2
）
1
2
9
頁

参
照
。

政
令
・
通
達
等
に
対
す
る
統
制
手
段
と

し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

泉 絢也
千葉商科大学
准教授
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